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妹
背
牛
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

有
志
で
つ
く
る
「
福
寿
草
の
会
」（
清

水
伸
治
会
長
）
は
４
月
26
日
、
町
役

場
前
か
ら
深
川
市
へ
向
か
う
「
山
１

線
」
の
道
路
沿
い
で
ご
み
拾
い
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
、
環
境
美
化
へ
の
意
識
を
高

め
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
約
20
人
が
ご
み
拾
い
に

参
加
。
往
復
約
４
㌔
の
距
離
を
清
掃

し
、
道
路
に
落
ち
て
い
た
空
き
缶
や

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
袋
な
ど
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。

福寿草の会 ごみ拾いボランティア
道
路
の
の
り
面
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
い

集
め
る
メ
ン
バ
ー

　

妹
背
牛
町
農
産
物
直
売
所

「
S
U
N
工
房
あ
ぜ
み
ち
」
が
５
月

15
日
、
今
季
の
営
業
を
始
め
、
初
日

か
ら
新
鮮
な
野
菜
を
買
い
求
め
る
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

直
売
所
で
は
、
地
場
産
の
野
菜
を

は
じ
め
、
色
鮮
や
か
な
花
の
苗
、
町

民
手
作
り
の
小
町
み
そ
や
浅
漬
け
の

素
、
福
神
漬
け
な
ど
を
販
売
。
こ
の

日
は
妹
背
牛
産
ア
ス
パ
ラ
が
人
気
を

集
め
た
ほ
か
、
10
月
末
ま
で
旬
の
農

産
物
を
売
り
出
し
ま
す
。

　

営
業
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
５

時
ま
で
。
定
休
は
月
曜
日
。

新鮮な農産物、地元特産品を販売
オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う

農
産
物
直
売
所

妹背牛町と北海道科学大学　地域社会の発展と人材育成に向けて連携
　

妹
背
牛
町
と
北
海
道
科
学
大
学

（
札
幌
市
）
は
５
月
15
日
、
地
域
の

発
展
と
人
材
育
成
な
ど
に
向
け
て
協

力
す
る
地
域
包
括
連
携
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
妹
背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
集
客
イ
ベ
ン
ト
の

提
案
、
特
産
品
開
発
や
販
路
拡
大
方

法
の
考
案
な
ど
、
専
門
性
の
高
い
大

学
と
学
生
の
知
見
を
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
ま
す
。　

　

協
定
の
内
容
は
、「
地
域
課
題
の

解
決
」「
人
材
育
成
」「
教
育
・
学
術
」

な
ど
５
項
目
。
同
大
と
空
知
管
内
の

自
治
体
が
同
様
の
協
定
を
締
結
す
る

の
は
４
例
目
で
、
妹
背
牛
町
が
大
学

と
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め

て
で
す
。

　

同
大
は
２
０
２
７
年
度
、
学
生
が
地
域

に
出
向
い
て
課
題
解
決
策
を
探
求
す
る
「
地

域
創
造
学
部
」（
仮
称
）
を
創
設
す
る
計
画
。

創
設
後
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光

施
策
の
立
案
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

を
生
産
す
る
施
設
の
見
学
、
地
元
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
締
結
式

で
、
川
上
敬
学
長
が
「
地
域
を
支
え
る
人

材
を
育
成
す
る
に
は
、
地
元
の
方
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
そ
の
地

域
の
リ
ア
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
」
と
協

定
の
趣
旨
を
説
明
。
滝
本
昇
司
副
町
長
は

「
妹
背
牛
町
の
地
域
資
源
と
、
大
学
の
高
度

な
専
門
性
を
か
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
幅
広

い
分
野
で
の
連
携
に
期
待
で
き
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

協定書を交わした滝本副町長（左）と川上学長
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空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
を
迎
え
、「
守
り
た
い

　

未
来
が
あ
る
か
ら　

火
の
用
心
」

を
統
一
標
語
と
す
る
春
の
火
災
予
防

運
動
が
４
月
20
日
～
30
日
の
日
程

で
、
全
道
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

妹
背
牛
町
内
で
は
21
日
、
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
消
防
車
両
な
ど

が
市
街
地
・
農
村
地
区
を
巡
回
。
地

域
住
民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
の
火
防
査
察
で
は
、

住
宅
火
災
予
防
を
周
知
す
る
チ
ラ
シ

が
各
家
庭
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

防火パレード 火防査察で火災予防
市
街
地
を
巡
回
し
、
火
災
予
防
を
P
R
す

る
消
防
車
両

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国

の
業
務
に
関
す
る
意
見
や

要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、

苦
情
の
解
決
に
向
け
た
助

言
・
通
知
を
行
う
民
間
有

識
者
で
す
。　

　

４
月
21
日
、
山
路
栄
作
・

北
海
道
管
区
行
政
評
価
局

長
が
妹
背
牛
町
役
場
を
訪

れ
、
総
務
大
臣
感
謝
状
を

伝
達
。
只
石
さ
ん
の
長
年

に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

只石さんに総務大臣感謝状
総
務
大
臣
感
謝
状
を
持
つ
只
石
さ
ん
（
左
）
と
山
路
局
長

　

２
０
０
９
年
４
月
か
ら
２
０
２
５
年

３
月
ま
で
８
期
16
年
に
わ
た
り
、
行
政

相
談
委
員
を
務
め
た
只
石
佳
一
さ
ん
に
、

総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新隊員の米林さん  熱波師めざす

　

深
川
市
出
身
の
米
林
さ

ん
は
札
幌
の
金
融
関
係
の

会
社
に
就
職
。
一
方
、
自

身
も
大
の
サ
ウ
ナ
好
き
で

ゆ
か
り
の
あ
る
妹
背
牛
の

協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
温
泉
の
業
務
を

覚
え
な
が
ら
、
熱
波
師
を

め
ざ
し
て
修
行
中
。
米
林

さ
ん
は
「
ト
ー
ク
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
磨
い
て
、

サ
ウ
ナ
を
楽
し
ん
で
く
れ

る
人
を
増
や
し
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

「
ペ
ペ
ル
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

意
気
込
み
を
語
る
米
林
さ
ん

　

妹
背
牛
町
の
新
し
い
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
し
て
、
米
林
弘
樹
さ
ん
が
５

月
７
日
に
着
任
し
ま
し
た
。
妹
背
牛
温

泉
ペ
ペ
ル
の
熱
波
師
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

健
康
体
操
を
通
じ
て
町
民
同
士
の

交
流
を
深
め
る
グ
ル
ー
プ
「
三さ
ん
き
ゅ
う久

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
は
４
月
22
日
、
町
内

中
心
部
の
わ
か
ち
愛
も
せ
う
し
ひ
ろ

ば
で
特
殊
詐
欺
防
止
の
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

月
２
回
の
健
康
体
操
を
続
け
て
い

る
同
グ
ル
ー
プ
は
毎
年
、
専
門
知
識

を
持
つ
講
師
を
招
い
て
生
活
に
役
立

つ
講
習
会
を
開
催
。

　

こ
の
日
は
、
妹
背
牛
駐
在
所
の
木

浪
正
人
所
長
が
特
殊
詐
欺
の
危
険
性

が
高
い
電
話
番
号
や
国
際
電
話
の
休

止
方
法
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。

特殊詐欺の被害防止 「三久ファミリー」

特
殊
詐
欺
の
危
険
性
が
あ
る
電
話
番
号
に
つ

い
て
学
ん
だ
参
加
者
た
ち


